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バック•トウ•ベイシックするダンス •ミ ユ—ジツク 


最近聴いた ダンス•ミユ—ジックで 
最も印象に 残っ ている アルバムを3つ 
挙げてみ ると、ガリアーノの 2 ND 
r ジョイフル•ノイズ•アントウ • 
ザ•クリエイタ IJ (日本 フオノグラ 
ム\洋液シングル•カットは「スカン 
ク•フアンク」)、アレステッド•デ 
ベロップメントの r 3 イヤ IX 、 5マ 
ンス•アンド2•デイズ•イン•ザ. 
ライフ•オブ|_(東芝 EMl \ 洋期シ 
ングル•カットは 「テ ネシ I 」 )、 ケ 
リ•チャンドラ—のアルバム「ア•ベ 
イスメント、ア•レッド•ライト、ア 
ンド•ア•フイ— リン』 (独 盤) とな 
る。 この3 枚は ジャンルは 異なるが、 
いずれも バック•トウ•ベイシックし 
ている といぅ 共通点がある。 

シーンが保守化しているとか、バッ 
ク •トウ•ベイ シックしているもの、 
新奇な傾向のものをチョイスしている 
のではなく、最も面白いものを見る 
と、 バック •トウ•ベイ シックしてい 
たと考えて欲しい。 

ガリア—ノはロンドンのニユー • 
ジャズ(ヒップ•ホッブ•ジャズ). 
ム—ヴメントを引っ張るグル—ブだ。 
1 ST 、 2 ND ともにストリ I 卜•才 
リエンテッドでハイブリッドなサウン 
ドだ。しかし、 1 ST がジャズ色が強 
く「危ぅさ J を感じさせた比べて、今 
回の2 ND はフアンク& R & B 色が強 
く r 力強さ J を®じさせるようになつ 
ている。 

アレスツテツドニァべロッブメント 
はアトランタの新人ヒツブ•ホツブ • 


チ—ム。ニュ—•スク I ルっぼさも 
持っているが、その「次 J を感じさせ 
る注目のチ—ムだ。メンバ—に衣装担 
当やダンスの振付け担当がいて、ジャ 
ケットも面白く、卜—タルにコンセプ 
チユアルなもの感じるチ—ムだ。ヒッ 
ブ•ホッブはもともとフアンクを母体 
にしているが、ニユー•スク I ルが 
ジャズに傾倒したのに対して、アレス 
テッド *. デべロッブメントは、ア—シ 
I で、 R & B 、 アフロ色が強い。 
ケリ•チャン K ラ I はニユー • ンャ 
I ジーのアンダ I グラウンドなガラ I 
ジ•ハウスを代表するア—テイスト/ 
プロデュ—サ—で、現在最も注目すベ 
き、ハウス系のクリエイタ—だ。ハウ 
スはソウルを母体にしているが、ケ 
リ•チャンドラ—の*^はジャズ及び 
ゴスペル色が強い。彼に限らず、ハウ 
スはジャズ、ゴスペル、そして70年 
代ソウルへとバック•トウ•ベイシッ 
クしているようだ。 

つまり、「ニユ！ジャズ」がフア 
ンク、 R & B 化し、「ニユ— •フアン 
ク」が R & B 、 アフロ化し、「ニユ 
丨•ソウル」がジャズ、ゴスペル化し 
ている。 

さて、ここからこの交通の法則性を 
分析•抽出するのが i なのかもしれ 
ないが、僕はさらに多くの具体例を挙 
げながら、交を法則化すること 
なく、その箱綜を描くことの方を好 
む。例えば…… 

REMIX 若野ラヴイン 


E 

R 

E 

R 

X 


遊佐辰也個展を見て 

機械と人間のことを考えるとき、 
マン•マシ—ンなんて1-葉が I 時期 
流行つてたけど、そのあとサイバー 
バンクとかなつて、結局今はヴァー 
チャル•リアリティなわけで、そう 
いつたとき僕がいつも感じるのは、 
なんだが人間の檐械に対するコンブ 
レツクスなんですよ。 

たとえばこういつたことが«える 
と思うんだけれど、才—トマティッ 
ク車とマニュアル車のどつちがサイ 
パーか？と聞かれたら僕のセンス 
だとマニュアルだつて答えることに 
なる。なんかこういつたことつて割 
と共感してくれる人もいるけど分 
かつてもらえなかつたりもするんだ 
よな。で、いきなりジミ•ヘンのこ 
とを思いだしたけど、結局ジミ•へ 
ンつてすごくテクノロジツクなわけ 
ですよ。感一：して。どういうこと 
か、つまりあるテクノロジーをイデ 
ォロギッシュに大上段に掲げて標傍 
する人つて、結局そのテクノロジ— 
を動物的な条件反射でクリア—する 
やつにはかなわないつてことなんだ 
な。 

音楽で考えてみればそういった革 
新は大抵、黒人がやつてる。エレク 
トロ 1 1ツク•ギタ I におけるジミ • 
ヘンや、街頭のモ—ビル • DJ 連中 
とかね。最終的なアウトブットの段 
階でグツトフイ—ルなら過程にこだ 
わつちやいない。まさに終りよけれ 
ばすべてよし—.つて感じ。そういつ 
た人間のアブロ—チこそいいと思う 


んだけれど。やっぱり新車を買って 
内强りのビニ—ルをいつまでも貼っ 
たままにしてるのつてそうとうやば 
いんだよ。 

最近、遊佐辰也の個展を見にいっ 
てきたけどそうとう良かったな。水 
戸芸術館の「脱走する_展とか 
に iPW 出されたア—テイストだけど、 
彼の新作がすごかった。等身大の彼 
自身の映像とエジンバラ天文台の天 
体写真がコンビユ—夕合成されてい 
て、作品は I 点につき5インチ光ディ 
スク I 枚の容量をくっちゃってて、 
その光ディスクも作品化されてて、 
映像作品は鏡面仕上げのものすごい 
クォリティの額に入ってて、光ディ 
スクはアクリルケ—スに入ってる。 
すごく気持ちいい。そこには新車の 
内張りビニ—ル貼りっばなしとは対 
極の美学を®じた。きつとコンビユ 
—夕のキーを I つ押すと、アクセラ 
レ—夕、フルに積んでるコンビユ— 
夕が I 晚くらい考えちゃつたりする 
んだろう な。 それで2回に一回くら 
いバグったりするんだよきっと。ジ 
ミ•ヘンのフィ—ドバックの気持ち 
良さにも通じるものがある。ああ面 
白かった。 
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